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令和３年度阿久比町一般会計補正予算（第７号）

専決処分の報告について（和解及び損害賠償について）

̶

令和３年 第６回臨時会令和３年 第６回臨時会
主な議決内容 会期／１１月３０日

議案／補正予算１件、報告１件

令和３年 第４回定例会令和３年 第４回定例会
主な議決内容 会期／１２月３日～１７日

議案／条例２件、補正予算６件、諮問１件、意見書２件

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

対
す
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援
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め
る
意
見

書
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出
者
　
久
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秋
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議
員

　

令
和
５
年
10
月
に
消
費
税

に
お
い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

が
導
入
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と

は
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
よ

う
と
努
力
し
て
い
る
高
齢
者

の
や
る
気
、
生
き
が
い
を
削

ぎ
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の

活
力
低
下
を
も
た
ら
す
も
の

と
懸
念
さ
れ
る
。

　

新
た
な
税
負
担
は
、
少
額

の
収
入
し
か
な
い
セ
ン
タ
ー

の
会
員
の
手
取
額
が
さ
ら
に

減
少
す
る
こ
と
な
く
、
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
安
定
的
な

事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
措

置
を
要
望
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

の
充
実
に
つ
い
て
の
意
見
書

提
出
者
　
都
築 

清
子 

議
員

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
日

常
的
な
家
事
や
家
族
の
世
話

な
ど
、
年
齢
や
成
長
の
度
合

い
に
見
合
わ
な
い
重
い
責
任

や
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
人
の
育
ち
や
教
育

へ
の
影
響
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
必
要
と
す
る
支
援

は
、
福
祉
、
介
護
、
医
療
、

教
育
等
様
々
な
分
野
に
及
ぶ

こ
と
か
ら
、
施
策
の
推
進
に

お
い
て
は
関
係
機
関
や
Ｎ
Ｐ

O

等
の
相
互
の
緊
密
な
連
携

が
不
可
欠
で
あ
る
。
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
寄
り
添
っ
た
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
、
国
に
お
か
れ
て

は
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
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練
等

を
開
催

議
会
避
難
訓
練
等

を
開
催

町
民
の
声
な
ど
を

内
閣
総
理
大
臣

な
ど
に
提
出

採 

択
要 

旨

採 

択
要 

旨

　

12
月
８
日
に
シ
ェ
イ
ク
ア

ウ
ト
訓
練
、
避
難
訓
練
、
消

火
器
取
り
扱
い
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　

始
め
に
議
場
の
あ
る
４
階

の
消
火
栓
等
の
設
置
場
所
の

確
認
。
避
難
訓
練
は
、
実
際

に
負
傷
者
を
想
定
し
、
担
架

を
使
用
し
ま
し
た
。
半
田
消

防
署
阿
久
比
支
署
の
方
の
指

導
に
よ
る
消
火
器
取
り
扱
い

訓
練
を
実
施
し
、
命
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
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